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市町村独自研究レポート石狩市版 

「石狩市公立小中学校事務職員協議会研修会報告」 

 

 石狩市では夏季休業中、冬季休業中に１日日程で研修会を実施しています。ここでは７月に実施した

夏季研修会について報告します。 

 

１ 研修内容 

（１） 石狩市教育予算要望書の原案検討 

 こちらについては第２次研究協議会のレポートにも掲載されていますので割愛します。 

 

（２） PF シートを用いた保護者負担軽減調査の結果とデータの活用について 

 当市においては２０１７年度から取り組んでおり今年度で３年目を迎えました。今年度も３グループ

に分かれてのグループ交流から全体交流を行いました。 

 グループ交流においては、単純に児童生徒１人あたり単価で比較すると小規模校と大規模校ではかな

りの差がある、同じ規模の学校で配分予算に差があるのは何故か、自校の昨年度の分と比較して差が生

じていることに気づいた、バス代高騰などによる旅行的行事の私費負担額が増加しているが校内であま

りそのことが共有されていないなどの意見がありました。（別紙資料添付） 

 PF シートの意義としては、自校で公費私費を含めた資金がどれほど動いているかを知ることが第１義

です。自校の教育活動が多くの私費で賄われているという現状は PF シートを用いなくとも感覚で認識で

きますが表やグラフで視認化されたことで一層わかりやすくなったと感じます。 

 その一方で PF シートを３年間取り組んだことで一定のデータ蓄積はできましたが次年度以降データ

をどのように教育活動にどう反映させていくかという課題を残したままとなっております。 

 

（３） 学校配分予算の決算報告と次年度引き継ぎについての方法や考え方についての交流 

 年度初めの職員会議で執行方針を提案はしていることと思いますが、では決算報告や引継ぎ項目を作

っているかどうか調査を行いました。 

 決算報告については何らかの形で実施している学校が９０％、引継ぎ項目の作成については５０％で

した。備品関係については次年度優先事項があればという学校が多くありました。 

 予算決算の流れを PDCA サイクル化し教職員の意識向上につなげていこうというまとめになりました。 

 

（４） 事務職員と教育課程とのかかわり方について 

～中学理科の年間指導計画と実情を聞きながら～ 

 昨年度の生徒指導担当教諭を招いての生徒指導講演に引き続き、今年度は今後事務職員も深くかかわ

っていくことになるはずのカリキュラムマネジメントについて理科教科指導の目線で、千歳市立北斗中

学校佐藤一教諭に講演をしていただきました。ざっくばらんにお話いただき何気なくそうだろうなと思

っていたことを改めて確認できたり、自分が生徒の時に受けていた授業の実験にそんな意味があったの



かと今さらながらに感心したり、実はということも多々あり非常に興味深いお話でした。 

 

２ 終わりに 

 こういった 1 日日程の自主研修会を実施することは運営する事務局、参加する会員相互の自己研鑽の

意識がないと成立しません。その意味において当市における研修会は通常の定例研修会も同様ですが参

加率も高く毎回活発な論議が行われています。これは今に始まったことではなく過去からの積み重ねに

よるところが大きいですので今後もこの活動をさらに継続し、確実に訪れる事務職員の変革期に対応し

ていきたいと考えています。 

 終わりにですが今年度石狩市では 5 校が閉校統廃合し 2 校に減少します。このことによって会員数が

減少することが予想できますが活動はより一層活発になるようにしていきたいと考えています。 
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A小 6 54 18 1,323 100 5 20 220 10 7 98 330 250 40 2,303 43 25

B小 13 2 278 3 62 2,186 100 30 8 20 462 18 60 50 468 66 251 110 3,729 13 8

C小 6 80 19 1,224 100 5 20 220 10 52 182 302 220 343 2,578 32 15

D小 26 6 908 25 152 3,871 100 100 10 90 880 30 161 259 869 167 440 154 7,031 8 4

E小 21 3 583 13 127 2,989 100 9 5 100 682 18 60 90 607 86 288 710 5,644 10 5

F小 15 3 1 282 10 83 2,145 100 75 6 50 462 18 90 120 432 100 450 670 4,618 16 8

G小 15 3 369 18 83 2,413 100 85 7 66 660 18 94 153 556 106 321 765 5,244 14 7

H小 6 2 40 2 9 1,287 100 5 53 220 53 81 113 333 32 190 92 2,459 61 32

I小 15 3 383 4 29 2,467 100 40 10 80 550 18 111 90 532 54 499 684 5,135 13 6

J小 4 1 25 1 8 1,074 100 3.6 40 143 15 25 47 294 19 152 21.5 1,834 73 43

K小（併） 4 1 11 1 0 1,027 100 16 4 50 132 10 41 40 272 19 230 58 1,899 173 93

L小 4 33 5 1,100 100 47 4 46 143 10 37 50 262 160 56 1,915 58 33

M中 6 3 79 6 25 1,760 100 9 3 0 330 20 95 99 432 76 269 66 3,159 40 22

N中 16 2 1 497 16 97 2,465 100 10 5 100 1,152 20 50 250 1,601 750 121 420 20 6,214 13 5

O中 11 2 297 5 65 2,333 100 9 5 180 517 115 231 1,462 750 47 210 450 5,559 19 8

P中 13 4 301 16 86 2,340 100 40 3 80 450 45 119 190 677 126 340 110 4,520 15 8

Q中 16 2 484 11 82 2,801 100 8.25 5 145 1,186 20 9.5 200 81.4 7 303 14.35 4,780 10 6

R中 4 21 1 4 1,283 100 4 30 176 53 50 358 33 215 97 2,299 109 61

S中（併） 3 1 13 1 2 1,162 100 15 3 40 143 60 40 397 37 130 32 2,059 158 89

T中 3 17 3 1,245 100 5 10 20 895 20 58 44 358 230 7 2,892 170 73

合計 207 38 2 4755 133 959 38,495 2,000 498 111 1,230 9,623 353 1,379 2,396 10,623 1,500 0 1,094 5,568 4,499.4

太枠内は配分調整可能項目

２０１９年度市内小中学校の概要

学級数等 児童生徒数 学校配当予算(単位千円)






